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論文内容の要旨
本論文は船体構造が崩壊に至るまでの挙動を解析する新しい方法を提案したものである。すなわち
従来の理論では解析手順の複雑さと膨大な計算時聞を要することのため実際上は殆んど不可能であっ
た船体の最終強度解析を，解析単位の大型化，弾塑性座屈および大たわみ変形挙動の理想化により未
知変数を大幅に減少して解析過程の簡易化を計り，マトリックス法をもとにした理想化構造要素法を
撮案することによりその解析を容易に行い得るようにしたものである。
第 1 章では船体構造の特徴とそれに対する従来の解析理論の概要を述べ，第 2 章においては，新し
い理想化構造要素法を提案し，その基本概念を述べている。
第 3 章から第 7 章までは構造単位の具体例を示し，それに対する非線形挙動に関する理想化の方法
について詳述すると共にその結果を数式で与え，本解析法の手順を示している。
第 8 章では本解析法を用いて簡単な模型および20万トン油槽船の%スケールの構造模型の最終強度
解析を行なうと共に実船の構造に対する解析も行なっている。
第 9 章では上記の模型の実験結果と理論解析結果とを比較し，本解析法の有効性を確認している。
最後に第10章においては本論文で述べられた研究成果をとりまとめると共に，本解析法の船体以外
の構造物への適用性について言及している。
???
論文の審査結果の要旨
船体構造の合理化および安全性の検討を行なうためには船体の最終強度を求める必要がある。とこ
ろが従来の理論解析法では，その解析手順の複雑さと膨大な計算時間を要することのため，船体の最
終強度に至るまでの挙動を解析することは困難で、あった。
本論文はこれらの点を考慮して，解析単位の大型化および構造要素の弾塑性挙動の理想化により未
知変数を大幅に減少させ船体の最終強度解析を容易に行ない得るようにしたものである。
さらに本解析法を用いて大型油槽船に対する構造模型を解析し，実験結果と解析結果とを比較して
本解析法の有効性を確認している。
本解析法は船体構造のみでなく，他の大型構造物の解析にも適用可能で、あり，船体構造むよび大型
構造物の設計並びに安全性の検討に関する分野に寄与するところが非常に大である。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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